




れた商品は、大量陳列効果を十分に発揮
することで売れ行きも好調。期間中に順
調に販売することができた。

　受賞した陳列は、アーチ型に展開する
土台の上に、シンプルに商品を大量陳
列。その上部にはダミーの空箱を使って、

ボードを囲むような形で巨大な
枠組みを制作し、屋根状の造形
物を乗せることで、高さと立体感
を感じるダイナミックな陳列と
なっている。
　山崎氏は「陳列にあまり時間
をとれなかったので、ケロッグさ
んから支給された販促物をいか
に効果的に活用するかを考えま
した。賞をいただけたこと自体も
うれしいですが、30分ほどの作
業時間にもかかわらず、その結

果を高く評価していただけたことが、一番
うれしいです」という。
　また上沢店長は、「お客さまの反応も良
く、『写真を撮影してもいいですか』とサー
ビスカウンターに声をかけてくるお客さま
もいらっしゃったそうです。私は陳列ができ
た後で見ただけですが、それだけ陳列に
迫力があったからだと思います。日頃から
社内でも新商品販売コンクールを実施す
るなど、販売への意識を高め、全体のレ
ベルアップを図っていますが、今回のよう
に第三者の評価をいただけたことは、担
当者には自信になり、モチベーションの向
上にもつながると思います」という。
　山崎氏は「社内の他店でも大陳コンテ
ストで受賞する担当者が多く、いつも“す
ごいな～”と思っていました。今回の受賞
をきっかけに、私としてもぜひまたコンテス
トにチャレンジしていきたいと思います。も
ちろん、お客さまに喜んでいただくだけで
なく、今後もしっかりと販売につながる陳
列をめざしていきます」と意欲的に語って
いる。

ラルズ
スーパーアークス菊水店

（北海道札幌市）

　スーパーアークス菊水店は、㈱ラルズ
が運営する「スーパーアークス」業態の1
号店として2006年にオープン。広い売場
面積を生かして日頃から催事性の高い陳
列を展開しており、メーカー主催のコンテ
ストでも多くの受賞実績を持つ。
　しかし、陳列を担当した同店グロッサ
リーチーフの山崎大輔氏は
「あくまでもお客さまに喜んで
いただき、販売につなげること
が目的なので、賞にはあまりこ
だわっていません。受賞の知
らせを聞いた時も、“えっ”とい
う驚きのほうが大きかったで
す」という。
　同店店長の上沢隆之氏も
「年間の催事計画の中で、タ
イミングが合えばコンテストに
参加しています。今回のケ
ロッグさんのコンテストは、夏休み期間中
のお盆明けの時期に当たり、朝食訴求の
タイミングとしては非常によかった。ちょう
どギフト訴求が終わる時期で、大きなス
ペースを割くこともできました。もちろん、
広い売場を作ればそれなりの販売効果を
見込むことになりますが、今回は思い切っ
た数量を積んでも売り切れると判断しまし
た」という。
　商圏エリアは30～40歳の子育て世代
の主婦層が多く、日頃から洋風メニューの
人気の高い地域。「アヒージョ関連商品
やモッツァレラチーズなどの販売実績も
高く、同様にシリアルもよく売れる地域で
す。中でもケロッグブランドの商品はシリ
アルの“元祖”としてよく知られているの
で、販促効果も高いと考えました」（山崎
氏）という。
　大陳に向けて合計50ケースほど仕入
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日本ケロッグ賞にこだわらず
販売につながる陳列をめざす

限られた作業時間で
効果的な演出を実現

ケロッグ
栄養バランス満点朝食キャンペーン

ディスプレイコンテスト
インパクトコース　グランプリ

パッケージデザインを生かして
シンプルにボリューム感を演出

立体感とワイドさを感じる、迫力ある受賞陳列。商品のパッケー
ジデザインやカラーリングを生かしたシンプルな演出で最大限
の効果を発揮している

後列左から、スーパーアークス菊水店グロッサリーチーフ・山
崎大輔氏、同店店長・上沢隆之氏、ケロッグ店舗担当大畑
美智子氏、前列左から日本ケロッグ合同会社　営業部　北
日本エリア　エリアマネージャー・荒川政志氏、同社北日本エ
リア　シニアアカウントマネージャー　森田竜右氏

スーパーアークス菊水店
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